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中西美和のONとOFF
いつもなんでも全力投球。
仕事も遊びも本気でやるから面白い。

国際会議の合間に…
上はポーランド（クラクフ）での一コマ。右はイタリア（ヴェネ
ツィア）での一コマ。いま思い返せば、この仕事に就くモチベー
ションの一つは、たくさん海外に行けることだったかもしれ
ません。研究室から卒業していったOBたちとは折々に会いま
すが、あのときこうだったね、ああだったねと笑って思い出
せるシーンが、国際会議の合い間にはたくさんあります。

運輸安全委員会
学外活動の一つとして、国の運輸安全委員会の委員（航空）を務めています。航空
の事故・重大インシデントが生じた際、その原因の究明や再発防止の検討をする
ことが使命で、私はヒューマンファクターズの立場から参画しています。ヒューマ
ンファクターズの歴史は航空安全の歩みとともにあるといってもよく、この委員会
の仕事の中で事実から学ぶところは非常に大きいですし、また、ヒューマンファク
ターズの知見や研究を還元する場としても責務の大きいものだと思っています。
　左は、運輸安全委員会設立10周年（航空・鉄道事故調査委員会と海難審判庁の
原因究明部門を統合再編して発足後）の記念シンポジウムのパネルディスカッショ
ンで、恐れ多くも重鎮委員の発言をザックザックと斬ってタイムマネジメントに奮
闘している様子。右は、夏に御巣鷹山の慰霊登山に行ったときのものです。

お昼ご飯はみんな一緒に
研究室では、基本的にお昼ご飯はみんな一緒に食
堂に食べに行きます。直前までゼミですったもん
だの議論をしていても、この時間は全てを忘れて
プロ野球の話、アイドルの話、家族の話、などな
ど。（私自身がそうであったように）研究室の学生
にとって、ここが一生の友を得る場であってほし
いと思っています。


